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【緒言】環境調和型材料として応用が期待される光触媒は，これまでに様々な研究報告がなされ

てきた。しかしながら，そのほとんどが粉末材料でありバルク型光触媒の報告例はほとんどない。

我々のグループでは酸化チタン（TiO2）結晶化ガラスに対し酸エッチングを施すことにより，試

料表面にナノメートルオーダーの構造を誘起したナノ構造体の作製に成功している。1) また，こ

の試料の光触媒能はエッチング前と比較し 16倍の活性を示し，2), 3) 表面積の増加や TiO2ナノ粒子

形成が活性向上の理由であると考えられる。本発表では触媒活性のガラス組成依存性とエッチン

グによる触媒能向上に関する詳細について報告する。 

【実験方法】14TiO223ZnO45B2O318Al2O3xSiO2 ガラス

を溶融急冷法にて作製した。得られたガラス試料は除歪を

した後，切断および鏡面研磨をおこない種々の温度で熱処

理することにより結晶化ガラスを得た。エッチングは結晶

化ガラスを 1 Mの塩酸中に 2時間浸漬した。物性評価とし

て X線回折（XRD）による結晶相同定，紫外線照射により

水分解をおこない，その時に発生した水素をガスクロマト

グラフィを用いて定量し，気体生成速度を光触媒活性とし

て評価した。 

【結果および考察】Fig. 1に種々のガラス組成で作製した結

晶化ガラスの XRDパターンを示す。Fig. 1より，全ての結

晶化ガラスからアナターゼおよびルチルの析出を確認した。

結晶化ガラス中のアナターゼとルチルの割合は，組成と熱

処理温度を変化させることで制御することが可能であった。

また，エッチング後においてもその回折パターンに変化は

なかった。Table 1に作製した試料のエッチング前後におけ

る光触媒活性を示す。エッチング前では，水素の発生はほ

とんど観測できなかった。一方で，同試料をエッチングし

た場合，全ての組成において気体生成速度がエッチング前

と比較し大きくなった。これは，エッチングによるナノ構造の形成が本ガラス系において，光触

媒活性向上に有効な手段であることを支持する結果である。 
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Fig. 1 XRD patterns of TiO2- 

crystallized glasses. 

Table 1 Photocatalytic activities of 

TiO2-crystallized glasses 

before and after chemical 
etching. 
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